
ほ

さ
か

た
か

や

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

保

坂

�

殿

専
攻
学
科
目

西
洋
古
典
学

生

年

月

昭
和
三
〇
年
四
月

略

歴

昭
和
五
七
年

三
月

東
京
外
国
語
大
学
ド
イ
ツ
語
学
科
卒
業

同

六
〇
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

六
二
年

九
月

ス
イ
ス
国
ベ
ル
ン
大
学
神
学
部
（
平
成
元
年
八
月
ま
で
）

平
成

二
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学

同

五
年

四
月

千
葉
大
学
教
養
部
助
教
授

同

六
年

四
月

千
葉
大
学
文
学
部
助
教
授

同

一
九
年

四
月

千
葉
大
学
文
学
部
准
教
授

同

二
〇
年

四
月

千
葉
大
学
文
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

二



保
坂
�
殿
氏
の
『
ロ
ー
マ
帝
政
初
期
の
ユ
ダ

ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
』
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

本
書
（
教
文
館
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
刊
）
は
、
一
九
世
紀
以
来
踏
襲
さ
れ

続
け
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
史
研
究
の
方
法
論
的
諸
前
提
を
問
い
直
し
、
と

り
わ
け
ロ
ー
マ
帝
国
側
の
史
料
を
駆
使
し
て
、
ロ
ー
マ
帝
政
初
期
に
お
け
る
ユ

ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
の
原
因
を
、
国
家
と
教
会
を
め
ぐ
る
新
た
な
視
座
を

提
示
し
な
が
ら
、
詳
細
に
分
析
し
た
画
期
的
労
作
で
あ
る
。

従
来
の
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
史
研
究
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、

（
一
）
ロ
ー
マ
帝
国
政
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
社
会
集
団
に
対
し
「
司
法

的
に
対
処
し
た
」
と
の
暗
黙
の
前
提
に
立
っ
て
、
迫
害
原
因
を
国
是
に
反
す
る

教
会
の
反
社
会
的
属
性
に
求
め
、
専
ら
そ
の
属
性
の
解
明
に
の
み
力
を
注
い
で

き
た
。

（
二
）
帝
国
政
府
は
教
会
所
属
自
体
を
有
罪
視
し
て
い
た
と
の
暗
黙
の
前
提
に

立
っ
て
、
教
会
側
史
料
の
証
言
の
信
憑
性
に
疑
い
を
か
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ

た
。保

坂
氏
は
以
上
の
二
大
前
提
の
妥
当
性
を
再
検
討
す
る
た
め
に
、
ロ
ー
マ

史
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
法
制
史
に
礎
石
を
置
い
た
と
い
わ
れ
る
テ
オ
ド
ー
ル
・

モ
ム
ゼ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
に
関
わ
る
論
文
「
ロ
ー
マ
法
か
ら
見
た
宗
教
的

逸
脱
」（
一
八
九
〇
年
）
を
積
極
的
手
掛
か
り
と
し
て
、
そ
れ
以
降
の
お
び
た

だ
し
い
数
に
上
る
研
究
文
献
を
、
ロ
ー
マ
政
治
・
法
制
史
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス

ト
教
史
関
連
の
、
入
手
可
能
な
限
り
の
文
献
資
料
の
他
、
碑
文
資
料
や
貨
幣
資

料
、
更
に
図
像
資
料
を
も
駆
使
し
、
批
判
的
に
整
理
・
検
討
し
た
上
で
、
新
約

聖
書
学
を
含
む
古
典
文
献
学
的
考
証
を
通
し
て
、
史
資
料
に
混
入
し
た
教
会
的

視
点
を
丹
念
に
排
除
し
な
が
ら
、
帝
国
政
府
の
統
治
原
理
と
社
会
集
団
に
対
す

る
基
本
姿
勢
を
、
帝
国
側
の
視
座
に
立
っ
て
詳
細
に
追
究
し
、
次
の
よ
う
な
知

見
に
達
し
て
い
る
。

（
一
）
ま
ず
方
法
論
的
に
見
て
、
迫
害
の
「
法
的
基
礎
論
」
と
「
歴
史
的
原
因

論
」
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
法
的
基
礎
は
、
当
時
属
州
総
督
に
与
え
ら
れ

て
い
たcoercitio

（「
懲
戒
権
」）
に
あ
り
、
総
督
は
こ
れ
を
も
と
に
法
律
お
よ

び
元
老
院
議
決
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
被
告
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
）

に
対
し
治
安
対
策
的
観
点
か
ら
一
方
的
に
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
た

が
っ
て
、
法
律
的
な
意
味
で
の
「
罪
名
」
は
元
来
存
在
し
え
な
い
。

（
二
）
迫
害
の
歴
史
的
原
因
は
む
し
ろ
、
特
定
の
民
族
・
国
家
を
越
え
た
、
彼

ら
に
と
っ
て
不
可
解
なsuperstitio

（「
外
来
宗
教
」）
に
対
す
る
ロ
ー
マ
人
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
価
値
判
断
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
、
異
民
族
・
外
国

宗
教
に
関
し
て
一
般
的
に
寛
容
で
あ
り
な
が
ら
も
、
共
和
制
以
来
の
伝
統
を
有

一
四



し
、
と
り
わ
け
帝
政
初
期
に
高
揚
を
み
た
「
文
化
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
「
民
族
的
同
一
性
意
識
」
に
起
因
す
る
。

（
三
）
ロ
ー
マ
側
は
、
二
世
紀
初
期
に
至
る
ま
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
キ
リ
ス
ト

教
を
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
許
さ
れ
た

宗
教
」（religio

licita
）
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
と
「
許
さ
れ
ざ
る
宗
教
」

（religio
illicita

）
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
区
別
は
、
モ
ム
ゼ
ン
の
所
説
を
不

当
に
拡
大
し
た
、
法
的
根
拠
の
な
い
「
俗
説
」
で
あ
る
。

（
四
）
二
世
紀
初
頭
、
属
州
ビ
テ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ン
ト
ス
の
総
督
を
勤
め
た
プ
リ

ー
ニ
ウ
ス
が
皇
帝
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
に
提
出
し
た
「
請
訓
書
簡
」
に
は
じ
め
て
「
キ

リ
ス
ト
教
徒
」
と
い
う
「
名
そ
の
も
の
」（nom

en
ipsum

）
が
処
罰
の
対
象
と

さ
れ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
文
言
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
も
処
罰
を
目
的
と
し

た
法
的
根
拠
を
問
う
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
釈
放
（
命
令
へ
の
服
従
）
を

目
的
と
し
た
懲
戒
権
行
使
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ト
ラ
ヤ

ヌ
ス
返
書
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

（
五
）
後
継
皇
帝
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
お
よ
び
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
・
ピ
ウ
ス
も
そ
れ
ぞ

れ
時
の
属
州
総
督
に
よ
る
請
訓
書
簡
に
返
書
を
出
し
て
い
る
が
、
両
帝
と
も
ト

ラ
ヤ
ヌ
ス
路
線
と
は
反
対
に
、
訴
え
ら
れ
た
行
為
に
つ
い
て
原
告
側
に
具
体
的

証
明
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
皇
帝
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
は
ト

ラ
ヤ
ヌ
ス
と
同
様
な
手
法
を
取
っ
て
、
棄
教
者
に
赦
し
を
与
え
る
一
方
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
た
る
こ
と
を
頑
強
に
自
認
す
る
者
に
は
「
名
そ
の
も
の
」
に
よ
っ
て

処
罰
す
る
よ
う
に
返
書
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
二
世
紀
に
お
い

て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
断
罪
の
た
め
の
一
定
し
た
法
的
根
拠
は
な
か
っ
た
こ

と
、
依
然
と
し
て
処
罰
は
属
州
総
督
の
懲
戒
権
に
基
づ
く
裁
量
に
よ
る
治
安
上

の
措
置
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
し
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
六
）
三
世
紀
末
、
皇
帝
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
は
教
会
を
ロ
ー
マ
人
の
国

是
に
悖
る
行
為
を
繰
り
返
す
危
険
な
反
乱
分
子
の
集
団
と
認
知
し
、
こ
れ
が
大

迫
害
勃
発
の
引
き
金
と
な
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
時
に
さ
え
教
会
を
「
非
合
法
集

団
」
と
宣
言
す
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
免
罪
の
機
会
を

与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
総
督
が
命
じ
た
供
犠
を
履
行

し
た
後
に
釈
放
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
迫
害
期
に
お
い
て
さ
え
「
名
そ
の

も
の
」
は
帝
国
の
関
心
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
帝
国
政
府
は
教
会
所
属
を
そ
れ
自
体
と
し
て
有
罪
視
し
た

り
、
ま
た
教
会
組
織
の
破
壊
を
企
て
た
こ
と
は
な
く
、
帝
政
初
期
に
は
治
安
的

観
点
か
ら
、
教
徒
集
団
に
対
し
、「
司
法
」
的
に
対
処
し
た
の
で
は
な
く
、
治
安

上
「
懲
戒
権
」
を
行
使
し
た
（
属
州
総
督
のcoercitio

に
基
づ
く
処
罰
）
、
つ
ま

り
教
会
側
史
料
が
証
言
す
る
意
味
と
規
模
で
の
帝
国
主
導
に
よ
る
「
迫
害
」
は

存
在
し
な
か
っ
た
、
と
す
る
こ
と
が
本
書
の
結
論
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
キ
リ
ス
ト
教
に
特
化
し
た
特
別
の
宗
教
政
策

を
有
せ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
問
題
を
一
般
的
な
秩
序
維
持
政
策
の
枠
内
で
処
理
し

た
と
の
結
論
は
、
と
り
わ
け
帝
国
側
史
料
の
精
緻
こ
の
上
な
い
文
献
学
的
分
析

一
五



に
よ
り
、
教
会
側
史
料
の
証
言
を
偏
重
し
が
ち
な
従
来
の
迫
害
史
研
究
に
批
判

的
一
石
を
投
じ
、
そ
れ
の
根
本
的
再
検
討
を
迫
っ
た
意
味
で
画
期
的
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
は
、
帝
政
後
期
の
対
教
会
政
策
を
も
、
諸
皇
帝
の
改
宗
あ
る
い
は
信

仰
心
と
い
っ
た
宗
教
的
動
機
か
ら
で
は
な
く
、
純
粋
に
政
策
的
観
点
か
ら
考
察

す
る
道
を
研
究
史
に
拓
く
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
。

し
か
も
、
保
坂
氏
の
業
績
は
当
該
研
究
史
に
新
し
い
地
平
を
拓
く
の
み
な
ら

ず
、
同
種
の
異
教
徒
あ
る
い
は
異
宗
派
迫
害
史
研
究
に
も
貴
重
な
示
唆
を
与
え

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
以
上
本
書
を
、
学
界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
多
大
で

あ
り
、
学
士
院
賞
に
値
す
る
も
の
と
評
価
す
る
所
以
で
あ
る
。

一
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